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本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

く
た
く
た
に
な
っ
て
い
る
時
、
故
市
川

房
枝
先
生
か
ら
国
連
総
会
に
出
よ
、
と

い
う
電
話
を
も
ら
い
、
全
く
考
え
て
も

い
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
い
つ
も
考
え
て

も
い
な
い
こ
と
が
起
こ
る
の
で
す
が
。

実
は
、
当
時
条
約
の
こ
と
な
ん
て
良
く

知
ら
ず
、
初
め
て
そ
う
い
う
も
の
が
あ

女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
研
究
普
及
活
(
五
十
万
円
)
が
贈
ち
れ
る
。
圏
内
の
N
G
Oの
手
に
渡
り
、
コ
ペ
ン
る
と
い
う
こ
と
知
っ
た
ほ
ど
無
知
だ
っ

動
を
し
て
い
る
N
G
O
「
国
際
女
性
の
初
の
受
賞
者
に
な
っ
た
中
村
道
子
さ
ハ
l
ゲ
ン
の
署
名
に
向
け
て
の
運
動
が
た
。
そ
の
時
の
国
連
公
使
が
赤
松
さ
ん

地
位
協
会
」
(
赤
松
良
子
会
長
)
が
創
ん
は
、
一
九
一
九
年
生
ま
れ
。
生
後
十
盛
り
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
で
し
た
。
作
業
部
会
で
は
、
私
は
専
門

立
十
周
年
を
迎
え
た
。
同
協
会
で
は
と
か
月
で
両
親
と
共
に
渡
米
。
十
一
歳
で
条
約
の
政
府
訳
が
出
た
の
は
四
月
、

v一
家
じ
ゃ
な
い
し
、
何
か
で
き
る
の
か
と

れ
を
記
念
し
、
「
赤
松
良
子
賞
事
」
新
設
。
帰
圏
。
大
学
で
教
鞭
を
取
る
。
現
在
国

G
Oの
手
に
入
っ
た
の
は
五
月
に
な
っ
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
て
い
た

第
一
回
目
の
受
賞
者
に
、
中
村
道
子
さ
連
N
G
O国
内
婦
人
委
員
会
委
員
長
、
て
か
ら
だ
っ
た
。
の
で
す
が
、
メ
モ
が
後
で
案
外
他
の
人

ん
を
決
め
、
十
一
月
十
五
日
、
東
京
ウ
国
連
婦
人
開
発
基
金
日
本
国
内
委
員
会
記
者
会
見
で
中
村
さ
ん
は
受
賞
の
感
の
役
に
立
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
行
っ
た
同
協
会
の
会
長
、
国
際
婦
人
年
連
絡
会
山
話
人
。
想
、
条
約
と
か
か
わ
る
経
緯
に
つ
い
て
ま
す
。
十
二
月
二
十
三
日
に
帰
国
、
三

記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
中
村
さ
ん
は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
赤
松
さ
ん
が
日
後
、

N
G
O委
員
会
で
報
告
し
た
と

表
彰
し
た
。
の
最
終
審
議
が
行
わ
れ
た
、
一
九
七
九
貨
を
創
る
と
聞
い
て
本
当
に
い
い
こ
と
こ
ろ
、
ま
た
、
市
川
先
生
に
訳
し
な
さ

同
賞
は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
研
年
第
三
十
四
回
国
連
総
会
に
、
政
府
代
を
す
る
、
偉
い
な
と
思
っ
て
い
た
ら
受
い
と
一
冨
わ
れ
ま
し
た
」
。
「
条
約
は
、
女

究
・
普
及
を
通
じ
て
女
性
の
地
位
向
上
表
代
理
と
し
て
出
席
。
条
約
審
査
の
最
貨
の
知
ち
せ
が
あ
り
信
じ
ら
れ
な
い
思
性
の
権
利
に
つ
い
て
脅
か
れ
て
い
ま
す

に
貢
献
し
た
人
を
表
彰
し
よ
う
と
い
う
終
段
階
の
作
業
部
会
に
参
加
、
そ
の
卓
戸
。
条
約
が
探
択
さ
れ
た
の
は
十
八
年
が
、
女
性
は
、
権
利
が
あ
る
の
と
同
時

も
の
。
会
長
の
赤
松
さ
ん
の
私
財
を
基
越
し
た
英
語
力
を
駆
使
し
て
取
っ
た
も
前
の
乙
と
な
の
に
貨
を
い
た
だ
く
な
に
義
務
も
責
任
も
あ
る
と
い
う
乙
と
を

金
と
し
た
赤
松
良
子
基
金
の
ほ
か
、
寄

H

中
村
メ
モ
μ

は
、
当
時
の
外
務
省
の
ん
で
申
し
訳
な
い
。
き
っ
と
年
寄
り
だ
こ
の
時
ズ
シ
ッ
と
感
じ
ま
し
た
。
女
性

付
金
な
ど
を
資
産
と
し
、
年
に
一
回
、
外
交
官
の
報
告
書
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
も
か
ら
で
し
ょ
う
」
。
「
七
九
年
、
大
学
婦
は
、
平
等
に
な
る
た
め
に
一
生
懸
命
や

同
貨
の
選
考
委
員
会
で
受
賞
者
を
決
な
っ
た
と
い
う
。
条
約
探
訳
後
、
帰
国
人
協
会
の
太
平
洋
地
域
の
国
際
大
学
帰
ち
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

ヰ
J

蒜

定

。

受

賞

者

に

は

、

副

賞

と

し

て

賞

金

し

て

す

ぐ

に

翻

訳

。

一

月

に

は

、

日

本

人

連

盟

の

セ

ミ

ナ

ー

を

開

催

し

終

っ

て

す

」

。
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視

機

関

の

規

定

が

な

く

、

苦

情

受

付

、

正

輔

ヂ

厚
生
省
が
長
崎

Y
2
1
E
F
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こ

広

広

ゴ

戸

男
性
議
員
は
「
と
う
せ
一
回
だ
け
」
調
査
、
判
定
、
公
表
な
ど
の
フ
ィ
ー
ド

由

語

原
爆
松
谷
訴
訟
の

v
J
J
I
，

E
E
、

ザ

}ι
司
浬
司
、
〈
/
h

と
黙
認
。
た
い
て
い
の
法
案
は
審
議
未
・
パ
ッ
ク

・
シ
ス
テ
ム
が
ま
っ
た
く
不

占

掛

錨

福
岡
高
裁
判
決
を

4

-

1

了
の
ま
ま
日
の
目
を
見
な
い
の
だ
が
、
十
分
で
あ
る
と
と
。
一

掴
h
R血
不
服
と
し
最
高
裁

.‘

h

，

‘

ー

l
A
『

1
-
F
F
・
-

反
セ
ク
ハ
ラ
法
案
は
妥
協
の
末
、
九
五
こ
う
し
た
反
省
の
も
と
、
法
改
正
の
一

臨
瞳
唖
醐

に
上
告
し
た
(
十

三
五

rア
}
E
F
主

さ

ぎ

内

3
t
h
E司
X
ι
'

一瞬
晶

」

凶

凶

1

3
‘1
ノ
ヨ
官
a

h

J
辛
刻

dm官
会
れ
配

y
h
M
Vト

年

に

成

立

し

た

。

世

論

喚

起

が

も

う

始

ま

っ

た

。

リ

l
ナ
一

関
鞭
削
掴

一
月
二
十
日
)
。

一二

4
7
て

I
，
斗
寸
ん

J
'
h
E
ぢ
副
内
百
円
岳
智

一覇
盟

:
J
、

『
一

、

t
:
'
J
l
a
v
-
-
4
-
J

リ
1
ナ
さ
ん
か
ら
、
二
年
目
に
入
っ
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
「
来
年
五
月
の
大
統
一

曙
百
個
塩

V
松
谷
さ
ん
は
三

も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
同
法
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
聞
い
領
選
挙
後
に
、
セ
ク
ハ
ラ

・
ノ
l
・
ウ
一

d
舗
唱
司

歳
の
と
き
、
爆
心

一
方
、
リ
l
ナ

さ

ん

は

、

女

性

団

体

て

み

た

。

ィ

l
ク
を
す
る
つ
も
り
で
す
。
民
間
、
一
地
か
ろ
二

・
四
五
キ
ロ
離
れ
た

を
通
じ
て
女
性
議
員
に
立
法
を
要
求
し
成
果
は
、
①
μ
セ
ク
ハ
ラ
は
入
閣
の
行
政
、
議
会
、
メ
デ
ィ
ア
が
共
同
で
セ
一
長
崎
市
の
自
宅
で
被
爆
、
瓦
が

で

き

た

。

尊

厳

に

対

す

る

侵

害

μ

と
明
文
化
し
て
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
あ
り
と
あ
ち
ゆ
る
キ

一頭
に
当
た
り
右
半
身
不
随
の
障

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
い
う
風
の
吹
い
る
た
め
、
セ
ク
ハ
ラ
は
し
て
は
な
ち
ャ
ン
ペ

l
ン
を
す
る
の
で
す
」
一
筈
と
な
っ
た
。
七
七
年
と
八
七

き
回
し
で
国
会
を
通
っ
た
の
か
?
な
い
行
為
な
ん
だ
と
い
う
認
識
が
広
ま
彼
女
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
日
本
も
一
年
の
二
度
、
原
爆
症
の
認
定
を

き
っ
か
け
は
年
に
一
回
の
「
女
性
国
っ
た
。
②
セ
ク
ハ
ラ
を
訴
え
る
人
を
排
労
働
省
が
F
A
Xの
紙
で
埋
ま
る
ほ
ど
一
申
請
し
た
が
却
下
さ
れ
た
た
め

会
の
日
」
。
こ
の
日
は
女
性
議
員
が
女
除
す
る
雰
囲
気
か
ら
受
け
入
れ
る
雰
囲
提
案
を
出
さ
な
く
て
は
、
と
思
っ
た
。
一
提
訴
。
一
審
も
二
審
も
松

号事 I lD義弟4民~A
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同僚女慌の地級協会三由

中
村
道
子
さ
ん
が
受
賞

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
反
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法
が
施
行
さ
れ
て
二
年

た
っ
た
。
法
の
成
立
経
過
と
今
後
の
課
題
を
現
地
で
取
材
し
て
き
た
三
井
マ
リ

子
さ
ん
(
全
国
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
議
員
連
盟
世
話
人
)
に
報
告
し
て
も
ら
っ
。
日

本
は
、
今
、
労
働
省
に
設
置
さ
れ
た
「
セ
ク
ハ
ラ
調
査
研
究
会
」
で
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
が
大
詰
を
迎
え
て
い
る
。
め
ど
は
年
末
だ
が
、
女
性
団
体
か
ろ
の
提

案
も
少
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
の
動
き
も
に
ぶ
い
。
先
輩
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
学
ぶ
点

が
多
々
あ
り
そ
う
だ
。

「
あ
ん
な
有
能
な
人
が
、

L
司
か
ら

嫌
な
乙
と
を
さ
れ
た
ぐ
ら
い
で
、
な
ぜ

辞
め
た
の
か
し
ら
?
」

フ
ィ
リ
ピ
ン
最
大
の
日
刊
紙
『
イ

ン
ク
ワ
イ
ラ
1
』
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
で

あ
る
リ
l
ナ
・
J

・
デ
ビ
ッ
ト
さ
ん

(
位
歳
)
は
、
同
僚
の
女
性
記
者
が
辞

職
し
た
と
聞
き
、
と
っ
さ
に
こ
う
思
っ

た
。
一
九
九
=
一
年
の
こ
と
だ
。

し
か
し
、
今
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

・
ビ
ジ

末
ス
街
で
こ
う
思
う
人
は
少
な
い
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
は
「
反
セ
ク
ハ
ラ
法
」
が

あ
る
か
ら
だ
。

九
五
年
二
月
十
四
日
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
l
に
国
会
を
通
過
し
た
同
法
は
、

雇
用
ば
か
り
か
教
育
分
野
も
含
む
ア
ジ

ア
初
の
包
括
的
セ
ク
ハ
ラ
法
だ
。
十
条

に
わ
た
っ
て
定
義
、
商
事
例
、
麗
用
者
の

義
務
な
ど
が
定
め
ち
れ
て
い
る
。

な
ぜ
他
国
に
先
駆
け
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
?
背
景
に
は
女
性
団
体
の
た
び
重

な
る
立
法
要
求
運
動
に
加
え
、
セ
ク
ハ

ラ
へ
の
メ
デ
ィ
ア
の
迅
速
な
対
応
が
あ

っ
た
の
そ
の
ど
ち
ら
に
も
き
わ
め
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
女
性
が
リ
l
ナ

さ
ん
だ
。
抜
群
の
人
気
を
誇
る
コ
ラ
ム

ニ
ス
ト
で
あ
り
、
情
勢
的
な
女
性
運
動

家
だ
。彼
女
は
同
僚
女
性
が
辞
め
る
に
至
っ

セクハラ防止の研修教材。男性教員が学生に「落第し

たくないだろうつ ならモーテルiこ」と言っている

者骨λ立の法ラ
ん
ハ

さ

ク

ナ

セ
一
反

リ

た
事
態
の
深
刻
さ
を
知
る
に
つ
け
、
働

く
女
性
す
べ
て
が
抱
え
る
問
題
だ
と
思

い
始
め
た
。
そ
と
で
敵
米
の
セ
ク
ハ
ラ

情
報
を
皆
で
勉
強
し
た
。
社
内
で
カ
ナ

ダ
の
セ
ク
ハ
ラ
禁
止
制
度
を
研
究
し
、

同
紙
コ
ラ
ム
で
手
を
変
え
晶
を
変
え
、

セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
原
稿
を
書
い
た
。

セ
ク
ハ
ラ
禁
止
の
社
内
就
業
規
則
を
新

設
す
る
運
動
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ

し
て
「
イ
ン
ク
ワ
イ
ラ
l
社
セ
ク
ハ
ラ

禁
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
新
設
へ
と
つ
な

ア
た
。
国
の
反
セ
ク
ハ
ラ
法
よ
り
二
年
も
前

に、

私
企
業
が
独
自
に
内
規
を
作
っ
た

の
で
あ
る
。
罰
則
ま
で
明
記
さ
れ
た
内

規
を
こ
の
目
で
見
る
ま
で
、
私
は
と
て

「
差
別
撤
廃
条
約
」
普
及
で

児童扶養手当が危ない

1 2寝室I
母子家庭の「命綱」を切るな/

は
、
あ
ま
り
に
も
低
い
母
子
家
庭
の
収

入
(
九
三
年
厚
生
省
調
査
で一

般
家
庭

の
三
分
の
一
)
、
夫
か
ち
の
取
り
立
て

と
い
っ
て
も
現
実
と
し
て
方
法
が
難
し

im 
4苦言 ....... 
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舎夜は八宝菓をつくろう・2人前/520円(税別)

ニチレイの提案するミール、ノリ:J.-ジ語ンは、
家庭の夕食をもっと楽しく、
手際ょくできることを目指しま本
私たちの"食"に対する関心はますます高まっていますさまざまな種類の食材やメニュー、

料理方法が紹介され、食べることの楽しさが広がっているのと同時に.

調理の合理化や時間短縮も求められてきました

主婦の気持ちゃニーズに応えるためにニチレイが提案するミールソリューションは、

家庭の夕食を簡単・便利だけでなく、おいしいはもちろんのこと"楽しく・賢ぐ'豊かにするための

使い鴎手のよい、手際よいメニューを鑓供しますその代表選手が[今夜はつくろう]シリースr

つくる楽しさも加わったおいしさで大好評

教の新メニュー「八宝菜」も仲間入りで・シリーズもますます充実です 今夜は喬繊肉綿をつくろう・2人前/490円(税別)

ーユー;夜、

合夜は酢豚をつくろう・2人前/490円(税別)
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H
最
優
秀
賞

川

口

月
別
目
、
東
京
高
等
裁
判
(
親
会
社
で
あ
る
)
清
水
建

イ
ラ
ス
ト
リ
富
塚
リ
エ
(
富
山
所
に
お
い
て
、

横
浜
セ
ク
シ
ュ
設
の
管
理
責
任
と
三
大
紙
へ
の

城
県

・
お
歳

・
公
務
員
)

川
ア
ル
メ
ン
ト
裁
判
の
第
二
審
判

酌
崎
直
F

l

J

写
真
H
野
中
精
悟
(
東
京
都

川
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

5

h
噛

輔

酔

神

け

・
臼
歳

・
会

社

員

)

州

年

4
か
月
の
歳
月
を
か
け
た
闘

地
中
酌
叶
醐
}
明

標
語
日
能
勢
治
(
滋
賀
県
・
川
い
の
結
果
は
逆
転
勝
訴
F
・

醐
司
叫
岨
醐

.h

応
募
は
イ
ラ
ス
ト

ω点
、
写
叩
揖
・
自
営
業
)
川
原
告
の
性
的
自
由
や
人
権
に

醐

川

川

け

醐

リ

真
部
点
、
標
語
1
3
8
2点
。
原
語
の
優
秀
作
を
紹
介
す
る
川
重
大
な
侵
害
が
あ
っ
た
と
し

岡
田

W
醜

ピ

標
語
の
応
募
は
、
年
齢
も
8
哉
と
ー

l

川
て
、
被
告
K
の
わ
い
せ
つ
事
実

醐
E
E
E睡

d

k

か
ら
一部
歳
ま
で
と
幅
広
く
、
男
最
優
秀
賞
H
「
共
同
参
画
男

川
も
テ
ク
ネ
ッ
ト
社
の
使
用
者
責

同
恥
U
明

広

町

性
の
応
募
も
多
く
、
男
女
共
同
女
で
織
り
な
す
素
敵
な
未
来
」
川
任
も
認
め
ら
れ
、
被
告
側
に
2

，d
噂
1

1

1

参
画
室
は
予
想
以
上
の
反
響
に
(
能
勢
治
)
、
川

7
5万
円
の
支
払
い
が
命
じ
ら
謝
罪
広
告
掲
載
は
残
念
な
が
ら

大
喜
び
だ
っ
た
。

優
秀
賞
H
「
男
女
い
て
織
り
川
れ

ま

し

た

。

棄

却

さ

れ

ま

し

た

が

、

一
審
敗

最
優
秀
賞
の
イ
ラ
ス
ト
と
標
な
す
社
会
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
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語
を
つ
か
い
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
(
窪
田
浩
幸
、
神
奈
川
県
)
、
川
ア
ジ
ア
女
性
資
料
セ
ン
タ

ly
--ギ
ニ

ア

へ

緊

急

救

援

募

金

を

し
全
国
に
配
付
す
る
が
、
男
女
「
女
(
ひ
と
)
と
男
(
ひ
と
)
川
(
松
井
や
よ
り
代
表
)
で
ス
タ
川

共
同
参
画
室
(
前
身
の
婦
人
間
つ
な
い
だ
そ
の
手
で
社
会
を
担
川
ン
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
英
川
市
民
平
和
基
金
(
青
山
正
代
ど
を
予
定
)
、
現
地

N
G
Oと

題
担
亘
室
を
含
め
)
が
ポ
ス
タ
う
」
(
松
井
真
理
子
、
奈
良
県
〉
、
川
語
と
パ
ソ
コ
ン
が
出
来
る
人
。
川
表
)
は
、
エ
ル
ニ

l
一
一
ョ
の
影
協
力
し
て
現
地
に
届
け
る
。

ー
を
つ
く
り
啓
発
す
る
の
は
初
「
活
か
し
ま
す
性
よ
り
個
性
人
川
機
関
誌
年
4
回
、
英
文
機
関
誌
川
醤
に
よ
る
干
ば
つ
で
飢
瞳
が
広
送
金
方
法
は
①
郵
便
握
替

め

て

。

間

性

」

(

中

野

秀

孝

、

東

京

都

)

。
川
年
l
回
編
集
、
各
種
講
座
、

f
川
が
り
、
食
糧
難
に
陥
っ
て
い
る

0
0
1
0
0
4
7
2
2
2

1

1

1

1

1

1

J

E
E
--ZEE
--三三三三==三Ez---==-Ezme
m
-
n
e
t
主
催
、
ア
ジ
ア
川
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
の
人
々
を
支
援

1
3
「
市
民
平
和
基
金
」
※
通

あ

り

ま

せ

ん

。

④

続

い

て

ハ

l
ブ
の
衣
を
而

ア

ジ

ア

女

性

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
が
主
な
川
す
る
た
め
緊
急
の
救
援
募
金
を
信
欄
に
「
ニ
ュ

1
ギ
ニ
ア
」
と

〈力
キ
の
ハ

l
ブ
揚
げ
〉
つ
貯
た
色
、
手
の
ひ
ろ
で
ひ
而

資
料
セ
ン
タ
ー

活
動
。
事
務
所
渋
谷
駅
3
分
、
川
開
始
し
た
。

明
記
、
②
銀
行
握
込
住
友
銀

〔
作
り
方
】

と
つ
ひ
と
つ
握
葛
よ
う
に
L

一川

英

語

と

パ

ソ

コ

ン

週
5
日
日
時
i
同
時
勤
務

0
1
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
現
行
飯
田
橋
支
百
(
普
通

)
1
0

君

主

会

中

で

で

遺

品

川

市

げ

一

山

が

で

き

る

人

募

集

遇
面
談
、
年
齢
不
問
o
g
m
-
U

調
査
な
ど
に
よ
れ
ば
パ
プ
ア

5

2

i

「
ニ
ュ
キ
一
一
ア

り
洗
い
し
、
水
気
を
よ
く
切
油
で
カ
ラ
ッ
と
揚
げ
る

o

r

3
7
8
0
・
5
2
4
5
0

川

・
一一ュ

1
ギ
一
一
ア
側
(
東
部
)
救
援
金
」
、
③
現
金
書
留

干

っ
て
、
塩
、
乙
し
よ
う
を
す
⑤
器
に
カ
キ
を
盛
り
、
レ

市
一一一三===
=一三
一一三
=一三三一一圭一三=
==一-
一三一三一
=一三
三三
=三三
一三主主三三
==
===
=一
三
=
=
川
で
約
臼
万
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
問
千
代
田
区
富
士
見
2
1
3
1

る
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
せ
ん
切
り
モ
シ
ツ
吋
川
均
江
川
づ

一

山

英

会

話

寺

子

屋

に

参

加

し

ま

せ

ん

か

川
側
の
イ
リ
ア
ン
ジ
ャ
ヤ
州
(
西

3

タ
ロ

l
ビ
ル

4
F
「市

に
し
て
水
に
放
し
、
パ
リ
ッ
(
上
に
パ
プ
リ
カ
を
握
る
)
一
川

川
部
)
で
約
ロ
万
人
が
食
糧

・
飲
民
平
和
基
金
」
の
い
ず
れ
か
。

と
さ
せ
る
。
レ
モ
ン
は
6
等
を
添
え
る
。

市

環
境
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
お
ロ
回
日
国
立
。

1
月
げ
日

1
5
川
料
水
不
足
に
苦
し
ん
で
い
る
と
第
一
次
受
付
期
間
は
、
ロ
月
出

分

の

く

し

形

に

切

る

。

(
資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
一
川

し
ゃ
べ
り
す
る
英
会
話
寺
子
屋
月
末
。
資
料
請
求
石
原
み
き
子
。
川
推
定
さ
れ
、
状
況
は
長
引
く
と
臼
ま
で
。

②
ボ
ウ
ル
に
パ
ン
粉
、
パ
岡
食
品
研
究
所
/
料
理
指
導

而
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
?
錦
年

含
&
F
A
X
0
4
2
5
・
苅
・
川
い
わ
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
「
市
民
平

セ
リ
、
タ
イ
ム
、
ォ
レ
ガ
ノ
、

・
園
田
ヒ
ロ
子
)

一川
度
新
春
コ
l
ス
6
か
月
日
東
京

1
2
9
7
0
0グ
ル
ー
プ
「
N
川
同
基
金
で
は
寄
せ
ち
れ
た
カ
和
基
金
」

g
m
・
3
2
3
7
・

パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
を
入
れ

一:
a
i
-
-
e
i
-
--
-
-
:
:
:
:
;
J

一川
(
高
円
寺
、
国
立
)
、
横
浜
o
G
O通
訳
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
川
ン
パ
で
食
糧
を
購
入
(
購
入
地

3
4
9
5、
F
A
X
m
-
5
2

よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
、
ハ
l
ブ

…

対

的

二
一
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ク
ラ
ス
全
お
問
い
合
わ
せ
も
ど
う
ぞ
o

Y
首
都
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
!
な

1
4
・
3
7
50

の
衣
を
作
る
。

…
周
斗

'

人

M

カ
…
一
川
=

…
州
山
ム

会

h

h

…
一川

7
調
割
富
岡
コ

③
①
の
カ
キ
の
水
気
を
ふ
…

材

イ

わ

す

れ

バ
…

一川

i
!『

役
立
ち
そ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
一
顕
饗
欝
麟
?
一
申
込
み

・
問
い
合
わ
せ
:
・
家

き
号
、
小
麦
粉
を
つ
け
(
余

L
u
T山

町

、

機

織

謬

グ

情
報
を
ハ
ン
デ
ィ
な
l
冊

(
A

一一¥
jiJ一
庭
通
信
社
告
白

3
9
4
7

分
な
粉
は
払
い
落
宇
)
溶

…

i
許
叡
…
一
円
盛
岡
崎
間
協
W

5
判

横

組

員

l
ジ

)

に

ま

ま

ゆ

ー

」

5
7
2
3

き
卵
を
つ

(2 ) 〈日曜日〉

総
理
府
で
は
、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
、

標
語
の
募
集
を
行
っ
て
い
た
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が
、
こ
の
ほ
ど
各
部
門
最
優
秀

賞

L
時
優
秀
賞
3
点
、
佳
作

数
点
を
決
め
た
。

訴
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
訴
訟
が
高
裁
で
逆
転
し
た

例
は
、
圏
内
で
初
め
て
で
す
。

全
国
各
地
で
闘
い
続
け
て
い

る
仲
間
た
ち
か
ら
続
々
と
寄
せ

ら
れ
る
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
、
勝
利
を
勝
ち
取
っ
た
喜
び

を
あ
ち
た
に
し
て
い
ま
す
。

横
浜
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ一
フ
ス

メ
ン
卜
裁
判
務
}支
え
る
会

一
Tm横
浜
市
中
区
日
本
大
通

日

K
R
Cビ
ル
9
F
保
良

.
高
岡
法
律
事
務
所
内

最
優
秀
の
イ
ラ
ス
ト
と
標
語
で
作
っ
た
ポ
ス
タ
ー

∞

う

き

宜

)

ホ

オ

小

ン

パ

油

キ

リ

ン

…
)

3
よ

溶

ブ

ル

以

、

)

ザ

、

げ

引

プ

モ

・
分
身
し

.

一
ウ

μ

2
ル
メ

l
あ

吋

パ

レ

人

き

」

粉

ハ

示

/

じ

ワ

ル

じ

ォ

川

一
4

む

甲

麦

、

(

j
さ

ホ

パ

さ

弘

治

風

M
h

ぉ

…
(
の

.
小
宣
リ

l
小

(

、

大

C
社
凶
じ

h
F

・
料

キ

塩

、

適

セ

じ

)

ノ

ー

ズ

l
h
ツ
さ
]
…

…
材

カ

、

々

各

パ

さ

ル

ガ

じ

一

粉

量

ベ

小

個

…

g
少

卵

[

大

ウ

レ

さ

チ

ン

適

ヤ

カ

1
・

な
人
に
ぜ
ひ
試
し
て
い
た
だ

き
た
い
一
品
で
す
。
衣
に
入

れ
る
ス
パ
イ
ス
は
、
タ
イ
ム

以
外
は
好
み
の
も
の
で
も
良

い
で
し
ょ
う
。
多
少
多
く
て

も
、
油
で
揚
げ
る
の
で
心
配

zuuzds 

カ
キ
が
旬
に
な
り
ま
し

た
。
ビ
タ
ミ
ン

A
、
B
l、

B
2
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
鉄
、

血
糖
値
を
下
げ
る
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
が
多
く
含
ま
れ
「
海
の

ミ
ル
ク
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

栄
養
価
の
高
い
食
品
で
す
。

で
も
中
毒
の
例
も
多
く
、

R

の
つ
か
な
い
月
の
も
の
は
食

べ
な
い
と
も
い
わ
れ
、
出
回

る
期
闘
が
短
い
の
で
、
こ
の

時
期
大
い
に
味
わ
い
た
い
食

口
問
で
す
。
今
回
は
、
い
つ
も

の
カ
キ
フ
ラ
イ
に
タ
イ
ム
、

オ
レ
ガ
ノ
、
パ
セ
リ
な
ど
の

ス
パ
イ
ス
を
揚
げ
衣
の
中
に

入
れ
て
、
独
特
な
匂
い
を
和

ら
げ
ま
し
た
。
カ
キ
の
嫌
い

~ 

イ
タ
砂
3P 

す
6参
院

タ
イ
ム
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カラッと揚げてでき上がり

しようゆ保存の知恵
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て

しょうゆは、長い間保存しても酸敗・腐敗するもの

ではありません。ベットボトルなら、直射日光の、Jiた

らない低温の場所に置いておけば、 l ~l年半は普通に

いただくことができます。

ただし、これは栓を開ける前のこと。 度怜を開けた

しょうゆは、 1ヵ月くらいで使い切るようにしたいもの

です。

栓を開けたしょうゆには、日がたつと、

カピ状のものが生じることがあります。

これは酵母のー種で、食品衛生的には問題はなく無

害ですが、この酵母特布の匂いがしょうゆのよい香り

を損ねてしまいます。

また、開栓したしょうゆは酸化によってだんだん色が

黒ずんでいきますが(褐変現象)、これも味や香りを悪く

する原凶のひとつです。

このような品質の劣化を防ぐには、

l 使用後は伶をしっかり閉める

2量が少なくなったら小さな容器に入れ換えて符器内

の空気の量を少なくする

3できれば冷蔵庫に保存する・・・などの注意が必要です

到式豆を丸と、と使った

赤し1キャップの

キッコ四マン到式豆しょうゆ。

毎日の食卓にどうぞ。

標
語
の
応
募
は

8
歳
か
ら
紛
歳
ま
で

KIKKO斤1aη・国.“・-S守の'.J与え・ιu・./.i51
家がいちばん。

む
一豆
φ

生
大
内

約
一丸

し

ときにド11，、家族のまん中に、センターリビン欠
かつて茶の間では、みんなで食事をしたり、家事をしている母親の横で子どもが遊んだり。この茶の間のよさを取り入れ、

発展させたのが、 GENIUSr好日の家」の「センターリビングJo家族のふれあいが自然に深まる設計です二
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